
05年のNHK全国大学放送コンテスト、朗読部門で初優勝。朗読した演

目は、戦時中にのたうちまわりながら生き抜く男性の一人語り『四日間』

だった。「それまでは、自分の声質にあった女性らしい演目を選んでいま

した。かつての自分だったら考えられないような、大胆な挑戦でしたね」

と福元さんは振り返る。高校時代は部長として放送部を取り仕切り、それ

ぞれに合う役を合理的に割り振っていた。アナウンスでは数々の賞を受賞

したが、朗読では思うような成果が出せていなかった。「『声』を取ったら

何も残らないと、どこか

焦りも感じていました。

でも、大学でミュージカ

ルサークルに所属したこ

とで気持ちが柔軟になっ

たんです。大家族のよう

なあたたかいサークルの

中、お互いの声を聞き合

うことの大切さを学びま

した」

新しい表現の幅を楽しむかのように、06年の夏に行われた「朗読の日」特

別公演では、あさのあつこ著の『ガールズ・ブルー』を朗読。「年配の方が

多い朗読会なので難解な演目を選ぶ人が多いのですが、私は今の自分しか読

めないものを読もうと思って･･･」。放送コンテストとはうって変わり、若さ

はじける朗読に、「青春時代を思い出した」と涙するお客さんもいたという。

卒業後の進路は意外にも朗読やアナウンスとは関係なく、医療従事者専

門の人材派遣会社。正面から人と向き合い、より良い方向へ導く「コンサ

ルタント」という職業に魅力を感じたからだ。「トップに立つよりも、サポー

トする方が向いているんです。そういえば、『若草物語』の長女メグも、

おてんばな次女、内気な三女、おしゃまな四女をまとめるサポート役。私

の名前もちょうど『めぐ』なので、そういう性格なのかもしれませんね

（笑）」。今まで取り組んできたことと全く畑違いの職場。潔い決断だが、

「発声の練習は一人でも続けられるので」と笑顔を見せる。

「早稲田の大先輩に

『いつどんな出会いがあ

るか分からないから、

学生でも名刺を持った

方がいい』と言われた

ことがあります。積極

的に動くことが大事と

いうメッセージだと感

じました」。新しい世界

に臆
おく

せず飛び込みたい

と、生き生きとした瞳

で言葉を結んだ。

福元 めぐみさん

朗読、アナウンス、ミュージカル
大学日本一の「声」の持ち主

■ふくもと・めぐみ
1987年長崎県生まれ。活水高等学校卒
業。社会科学部4年。高校時代、アナウ
ンスの大会で数々の成績をおさめつつ、
高校総体のアナウンスなどを担当。
2005年12月、NHK全国大学放送コンテ
スト朗読部門優勝。06年、同大会アナ
ウンス部門優勝、朗読部門準優勝。07

年、優秀学生顕彰事業 文化・芸術部門
で大賞受賞。地方ラジオのパーソナリ
ティーやJMSミュージカル「Little
Women ～若草物語～」長女メグ役な
ど幅広く活躍。12月に長崎ブリックホ
ールにて「ながさき市民文化のつどい
―創る―」の司会を務める。

コース名（※2008年度新設コース） コース代表教員 所　　　属

1 EU・欧州統合研究 福田　耕治　 政治経済学術院

2 映画・映像 安藤　紘平　 大学院国際情報通信研究科

3 英語と異文化理解※ 中野　美知子 教育・総合科学学術院

4 オーストラリア研究 宮崎　里司　 大学院日本語教育研究科

5 感性文化学・美学 酒井　紀幸 文学学術院

6 国際協力 大門　毅 国際教養学術院

7 ことばの科学 匂坂　芳典 大学院国際情報通信研究科

8 コリア研究 李　成市 文学学術院

9 ジャーナリズム 花田　達朗 教育・総合科学学術院

10 戦略的環境研究※ 吉田　徳久 環境・エネルギー研究科

11 ソフトウェア学※ 深澤　良彰 理工学術院

12 知財コミュニケーション 並木　秀男 教育・総合科学学術院

13 地中海文化 丸野　稔 文学学術院

14 中国研究※ 劉　傑 社会科学総合学術院

15 データ解析※ 松嶋敏泰 理工学術院

16 都市・地域研究 佐藤　滋　 理工学術院

17 日本語教育学研究 小宮　千鶴子 大学院日本語教育研究科

18 メディア文化研究※ 伊藤　守 教育・総合科学学術院

19 平和学 多賀　秀敏 社会科学総合学術院

■テーマスタディ履修の流れ
科目登録 → 指定科目履修 → 修了希望申請 → 修了必要単位修得＋学部で
の卒業 → テーマスタディ修了
履修開始するには、特に必要な資格などはありません。本学に在学中

の学部生であれば、誰でもテーマスタディの履修が始められます。
※人間科学部通信教育課程は除く

■科目登録について
科目登録はすべて学部やオープン教育センターで決められた登録期間、
登録方法に従います。テーマスタディ指定科目としての特別な登録期間、
登録方法はありませんので、ご注意ください。

■テーマスタディ修了について
テーマスタディ修了の条件として、次の３点を満たす必要があります。
①各コースの修了要件を満たしている　②修了希望申請を提出している
③所属学部で卒業が認定されている
修了希望申請を行っていない場合には単位が修得済であっても修了が

認められませんので、ご注意ください。

【後期修了希望申請受付】
期間：10月3日（金）17:00まで
内容：Waseda-net ポータルの左メニュー「システム・サービス」内に

ある申請フォーム入力画面から申請

テーマスタディの履修登録や修了申請を行う際は、必ずオープン教育セ
ンターWebページをご参照ください。
■オープン教育センター 【URL】http://open-waseda.jp/minor/

■2008年度テーマスタディ設置コース一覧

▲ミュージカルサークル「早大オムニバス」07年夏公演
『Guys and Dolls』。最前列左端から2番目が福元さん

▲『Little Women～若草物語～』。右端が福元さん演じるメグ

◆◆◆◆◆◆◆◆◆座談会参加者のみなさん◆◆◆◆◆◆◆◆◆

（政治経済学部4年）
南雄人

修了予定コース名
国際協力

（第二文学部　08年卒）
田中志奈

修了コース名
感性文化学・美学

（教育学部　08年卒）
田口裕介

修了コース名
感性文化学・美学

（教育学部　08年卒）
米山優

修了コース名
日本語教育学研究

（政治経済学部 08年卒）
仲田正道

修了コース名
都市・地域研究
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